
2020年３月吉日
六本木アートナイト実行委員会

「マジカル大冒険 この街で、アートの不思議を探せ！」
メインプログラムアーティストに

日本を代表する現代アーティスト 村上 隆 を起用！
カイカイキキ所属アーティストらと「ドラえもん」に挑む!!

六本木アートナイト実行委員会「新実行委員長」よりご挨拶

報道関係者各位

六本木アートナイト実行委員会は、六本木の街を舞台にした一夜限りのアートの饗宴「六本木アートナイト2020」を2020（令和2）年

5月30日(土)から31日(日)に開催いたします。

六本木アートナイトとは、生活の中でアートを楽しむという新しいライフスタイルの提案と、大都市東京における街づくりの先駆的なモデル創

出を目的に、2009年3月にはじまり、東京を代表するアートの祭典として、回を重ねるごとに発展し続けています。

2020年のメインプログラムアーティストは、世界を舞台に活躍し日本を代表する現代アーティストである村上隆。今年の六本木アートナイ

トを華やかに盛り上げます。
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報道関係のお問い合わせ

六本木アートナイト実行委員会 広報プロモーション事務局 (PR01.内）担当：三上・小谷
TEL：03-5774-1420 ／ Mail：ran2020@one-o.com

2020年5月30日（土）～31日（日）

六本木の街を舞台にしたアートの饗宴 「六本木アートナイト2020」 開催

六本木アートナイト2020 メインビジュアル

マジカル大冒険
この街で、アートの不思議を探せ！

今回のメインビジュアルは、メインプログラムを担当するアーティスト村上隆のオリジナルビジュアルをベースに制作されました。村上が今回
のモチーフに選んだ「ドラえもん」の周りに、村上の代表的なモチーフであるフラワーが配されています。今回のビジュアルに使用されているフ
ラワーは六本木アートナイトにも参加するアーティストMADSAKIとのコラボによるものです。ビジュアルの制作は日本を代表するデザイン・
スタジオであるグルーヴィジョンズが担当。

今回村上が選んだモチーフは「ドラえもん」。

村上曰く「20世紀、日本が生んだ最大のポップアイコン」である「ドラえ

もん」を生み出したアーティスト藤子・Ｆ・不二雄と、アーティスト村上隆

のコラボレーションとして、近年数々の作品を生み出してきました。六本

木アートナイトでは、過去最大級のバルーン作品を制作予定です。

また、今回の六本木アートナイトでは、メインプログラムアーティストとし

てだけではなく、村上のプロデューサー的な側面も楽しめます。

自身が主宰するカイカイキキ所属のアーティストも同様に「ドラえもん」

に挑み新作を制作し、それを村上プロデュースのもと、六本木ヒルズア

リーナ、東京ミッドタウン、国立新美術館の３か所に展示予定です。

「ドラえもん」誕生から50周年というメモリアルイヤーでもある2020年。

村上をはじめ今を生きるアーティストが、伝説のアイコンとどのようにコラボ

レーションするのか、期待が高まります。

六本木アートナイト2020 テーマ：

一年に一度、六本木の街中にさまざまなアートが登場する夜。

スペシャルな「ドラえもん」を使った現代美術作品、光のインスタレー

ション、映像、音楽や演劇など、世界中から多くの作品が集まります。

アートの魔法がかけられたこの街は、この週末だけ、不思議が溢れる

マジカルな世界に変わります。アートの不思議を探す冒険に出れば、

驚きと感動を与えてくれる発見があるでしょう。

「ドラえもん」と一緒に、一夜限りのマジカル大冒険をお楽しみくださ

い。
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六本木アートナイト2020 開催に向けて

六本木の街で2日間にわたって繰り広げられるアートの饗宴「六本木アートナイト」。11回目となる
今年は「マジカル大冒険――この街で、アートの不思議を探せ！」というテーマでお楽しみいただきま
す。マジカルと言えば、四次元ポケットのあるネコ型ロボット、「ドラえもん」。「六本木アートナイト
2020」ではメインプログラムアーティストに日本を代表する現代アーティスト村上隆を迎え、この国民
的キャラクターとのコラボレーション作品で、六本木の街中に夢を運びます。その他にもビデオ、インス
タレーション、パフォーマンスなど、アートの持つ魔法のちからで、みなさんにも不思議な想像の世界が
広がっていくことでしょう。
今年は、六本木交差点から芋洗坂方面にも作品を広げる予定です。昼間から夜、夜から昼まで、
アートの魔法がかかったマジカルな大冒険をどうぞお楽しみください。

六本木アートナイト実行委員長
片岡 真実（森美術館 館長）

六本木アートナイト2020 メインプログラムアーティストよりコメント

■正式名称 ： 六本木アートナイト2020

■開催趣旨 ： 「六本木アートナイト」は、生活の中でアートを楽しむという新しいライフスタイルの提案と、大都市東京における街づくりの

先駆的なモデル創出を目的に開催する、一夜限りのアートの饗宴です。様々な商業施設や文化施設が集積する六本

木を舞台に、現代アート、デザイン、音楽、映像、パフォーマンス等の多様な作品を街なかに点在させ、非日常的な一夜

限りの体験をつくり出す本イベントは、東京を代表するアートの祭典として2009年3月にスタートし、年々発展を続けてお

ります。 ※2011年は東日本大震災により中止

■日 時 ： ＜メインイベント＞2020(令和2)年5月30日(土)10:00 〜 5月31日(日)18:00

※六本木アートナイト2020開催に先駆けて展示・設置する「プレプログラム」も実施予定

■開催場所 ： 六本木ヒルズ、森美術館、東京ミッドタウン、サントリー美術館、21_21 DESIGN SIGHT、国立新美術館、

六本木商店街、その他六本木地区の協力施設や公共スペース

■入 場 料 ： 無料(但し、一部のプログラム及び美術館企画は有料)

■主 催 ： 東京都※、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京※ 、港区※ 、

六本木アートナイト実行委員会【国立新美術館、サントリー美術館、東京ミッドタウン、21_21 DESIGN SIGHT、

森美術館、森ビル、六本木商店街振興組合(五十音順)】

※東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京及び港区は、令和2年度一般会計予算の各議決機関における議決を経て成立

した場合に確定

■助 成 ： 令和元年度 文化庁 国際文化芸術発信拠点形成事業

■特別協力 ： 藤子プロ

ウェブサイト ： https://www.roppongiartnight.com/

Facebook ： https://www.facebook.com/RoppongiArtNight/

Twitter ： https://twitter.com/r_artnight

Instagram ： https://www.instagram.com/roppongi_art_night_official/

※新型コロナウイルス感染症の感染状況に鑑み、実施内容等に変更が生じる場合はウェブサイト等にて改めてお知らせいたします。

六本木アートナイト2020 開催概要
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東京って、めっちゃ外国から見てメガロポリスです。もう、リアルブレードランナー的メトロ
ポリス。美少女ロボット街ん中歩いてるでしょ的な。
で、その街のアートって何がリアル？って考えると、ズバリ漫画です。日本のアートは漫
画。でも西欧式のアートもある。そのフュージョン、コラボで、何が1番良いかな、と問う
と、僕的には「ドラえもん」がベストと思いました。なぜかと言うと、世界の地質学的に
受ける温度差、微妙なズレが最高だと思ってます。
前にユニクロのコラボで僕のお花とドラえもんやったとき、アジアからのお客様から見る
と、あー！やっぱ本場日本、わかってる！ドラえもん！かわいい、カッコいい！！アート
とコラボ！となるが、西欧だと、村上が例のお花と日本式キャラのコラボってなんかわか
んないけど良いね！みたいな。その温度差、理解の順番の差を梃子にして、現代に
おける求められてるアートの形を具体的に提示するのが本企画です。
六本木アートナイト。今年はズバリ日本の人と言うよりは、海外からのお客様目線で
攻めますので、どーなんだろな？
まぁ、見てみてください。

村上 隆

Photo by Museum of Fine Arts, Boston

＜＜ プロフィール ＞＞
1962年、東京生まれ。 日本の伝統絵画と現代美術の源流をアニメ・マンガの視覚論を通して再構想する「スーパーフラット」論を提唱。Miss Ko²とDOB
君など、おたく文化を反映したキャラクターを多く生み出し、 キッチュ性の高い彫刻作品と西洋の透視図を対極とする超二次元的な絵画を発表している。村
上のサブカルチャーを基盤とする文化論は、高級／低俗のヒエラルキーを解体するだけでなく、 戦後日本人の心理を批評的に描き出し、グローバル化が進
むアート・シーンに日本固有の言説を確立した。 また、ルイ・ヴィトンとのコラボレーションや、ストリートカルチャーと現代陶芸に着目した活動を通して、 現代
美術の垣根を超えた観客層を世界中で獲得し続けている。2005年に自身が企画した「スーパーフラット三部作」の最終章「リトルボーイ展」ジャパン・ソサエ
ティ（ニューヨーク）は、 全米批評家連盟によるベストキュレーション賞に輝く。 2007年から2009年には初の回顧展「©MURAKAMI」がロサンゼルス現
代美術館を含む欧米4都市を巡回。 2010年以降は、ヴェルサイユ宮殿、アルリワク展示場（ドーハ）、森美術館、ガラージ現代美術館（モスクワ）、
大館（香港）など、世界中で個展を開催している。
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